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下 鉄 太 郎 ▽ 保 健 福 祉 ＝ 福田 修 平

７ 月 か ら  の 新 年 度 体 制 を 紹 介

任 期 は ２ ０ ２ ６ 年 ６ 月 ま で

ロ ー タ リ ー  ・  ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 、�

ソ ロ プ チ ミ ス ト
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ア  ー  ケ  ー ド  内  の 「  ち ょ う ち  ん  笹  飾  り  」

抽 せ ん 日 は い ず れ も 8 月 2 1 日 （ 木 ）

1 等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3, 0 0 0 万 円 （ 7 0 本 ）

１ 等 の 前 後 賞 ・・・・・ 1, 0 0 0 万 円 （ 1 4 0 本 ）

発 売 総 額 2 1 0 億 円 ・ 7 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚

1 等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3, 0 0 0 万 円 （ 7 0 本 ）

１ 等 の 前 後 賞 ・・・・・ 1, 0 0 0 万 円 （ 1 4 0 本 ）

発 売 総 額 2 1 0 億 円 ・ 7 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚発 売 総 額 2 1 0 億 円 ・ 7 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚発 売 総 額 2 1 0 億 円 ・ 7 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚

発 売 総 額 6 9 0 億 円 ・ 2 3 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚発 売 総 額 6 9 0 億 円 ・ 2 3 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚

1 等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 億 円 （ 2 3 本 ）

１ 等 の 前 後 賞 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億 円 （ 4 6 本 ）

1 等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 億 円 （ 2 3 本 ）

１ 等 の 前 後 賞 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億 円 （ 4 6 本 ）

賞 金 ・
本 数

（ 一 例 ）

賞 金 ・
本 数

（ 一 例 ）

サ マ ー ジ ャ ン ボ

サ マ ー ジ ャ ン ボ ミ ニ

2 種 類 同 時 発 売 ！ 8 / 1 1（ 月 ） ま で
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山 口 県 ユ  ニ セ フ 協 会無 料 ア  ニ  メ ー シ  ョ  ン映 画 会 を 開 催 ♪　
コ ー プ や ま ぐ ち が 支 援 ・ 協 力 し て い る 、 山 口 県 ユ ニ セ フ 協 会

で は 、 毎 年 夏 休 み に 無 料 の 映 画 会 を 開 催 し て い ま す 。 今 年 は 第
9 0回 ア カ デ ミ ー 賞 〝 長 編 ア ニ メ 映 画 賞 〞 に ノ ミ ネ ー ト さ れ た ア

ニ メ 映 画 「 ブ レ ッ ド ウ ィ ナ ー 」 を 上 映 い た し ま す 。 同 時 多 発 テロ 事 件 後 の ア フ ガ ニ ス タ ン で 、 家 族 の た め に 髪 を 切 り 、 少 年 にな っ た 勇 気 あ る 少 女 を 描 い た 作 品 で す 。　
吹 き 替 え 版 で す の で 、 お 子 様 か ら 大 人 ま で 誰 で も 、 お 楽 し み

い た だ け ま す ♪

　
ぜ ひ お 越 し く だ さ い 。

　
こ の 度 、 ２ ０ ２ ４ 年 度 の 一 年 間 に 組 合 員 の 皆 様 か ら お 寄 せ い た だ い

た ユ ニ セ フ 募 金 １ １ ９ 万 ４ ８ ４ ９ 円 を 、 山 口 県 ユ ニ セ フ 協 会 へ 寄 託 さ

 ユ  ニ セ フ 募 金 贈 呈 式 を 行 い ま し た 作 品 :  ﹁ ブ レ ッ ド ウ ィ ナ ー ︵ 吹 替 版 ︶  ﹂  ︵

9 4分 ︶

日 時 : ８ 月 ９ 日  ︵ 土 ︶

1 3時 半 ~ ︵ 開 場

1 3時 ︶

場 所 : 山 口 県 立 図 書 館 レ ク チ ャ ー ル ー ム定 員 : ２ ９ ４ 席
w e b お 申 込 み は

こ ち ら

◆ お 問 い 合 わ せ ・ お 申 込 み山 口 県 ユ ニ セ フ 協 会☎
０ ８ ３

－ ９ ０ ２

－ ２ ２ ６ ６

（ 月 〜 金

　

1 0時 〜

1 6時 ）

〈 主 催 〉 山 口 県 ユ ニ セ フ 協 会〈 後 援 〉 山 口 県 教 育 委 員 会

せ て い た だ き ま し た 。　
６ 月 ３ 日 コ ー プ や ま ぐ ち 本 部 に て 募 金 贈

呈 式 を 実 施 し 、 コ ー プ や ま ぐ ち 山 崎 理 事 長よ り 、 皆 様 か ら 寄 せ ら れ た 沢 山 の あ た た かい お 気 持 ち と 共 に 目 録 を お 贈 り し ま し た 。ま た 山 口 県 ユ ニ セ フ 協 会 会 長 の 谷 澤 様 より 、 日 本 ユ ニ セ フ 協 会 発 行 の 感 謝 状 を 賜 りま し た 。　
こ の 募 金 は 、 紛 争 や 貧 困 で 脅 か さ れ て い

る 世 界 の 子 ど も た ち の 命 を 守 る 活 動 支 援 に活 用 さ れ ま す 。

 １ 行 記 事　 村 岡 嗣 政 県 知 事 は 、 ２ ７ 日 に あ っ た 山 口 祇 園 祭 「 御 還 幸 」 に 地 域 住 民 と し て 参 加 。 山 口 市 駅 通 り の 御 旅 所 か ら 上 竪 小 路 の 八 坂 神 社 ま で 、 ６ 角 神 輿 を 担 い だ 。

　
こ の 祭 り は 、 室 町 時 代

に 山 口 市 を 治 め て い た 大内 氏

2 6代 盛 見 が 先 祖 の 冥

福 を 祈 る た め 、 笹 竹 の 高灯 と う

籠 ろ う

に 火 を と も し た の が

始 ま り と 伝 え ら れ て いる 。 そ れ が 庶 民 の 間 に 広ま っ て い き 、 特 色 あ る 祭り へ と 〝 育 っ て 〞 い った 。 秋 田 の 「 竿

か ん

灯 と う

」  、 青

森 の 「 ね ぶ た 」 と 並 ぶ「 日 本 三 大 火 祭 り 」 の 一つ に も 数 え ら れ て い る 。　
祭 り の 代 名 詞 と も 言 え

る 「 ち ょ う ち ん 笹 飾 り 」は 、 中 心 商 店 街 、 一 の 坂川 交 通 交 流 広 場 、 一 の 坂川 沿 い 、 県 道 ２ ０ ４ 号 線に 、 午 後 ６ 時 半 か ら ９ 時半 ま で 飾 ら れ る 。 １ 本 あた り 約

4 0個 の 紅 ち ょ う ち

ん を 数 百 本 の 竹 ざ お に 飾り つ け 、 地 域 の 人 た ち が手 作 業 で 一 つ 一 つ 点 灯 。ア ー ケ ー ド 内 で ろ う そ くに 火 が と も さ れ る の は 、

全 国 的 に も 珍 し い 。　
ま た 、 竹 ざ お １ 本 あ た

り 約

2 0個 の 紅 ち ょ う ち ん

が 掲 げ ら れ る 、 人 の 背 丈ほ ど の 「 ミ ニ ち ょ う ち んツ リ ー 」 は 、 一 の 坂 川 交通 交 流 広 場 内 噴 水 広 場 、亀 山 公 園 ふ れ あ い 広 場 、ほ た る 広 場 （ 米 屋 町 ）  、山 口 商 工 会 議 所 前 に 置 かれ る 。 ほ た る 広 場 で は 、短 冊 に 願 い を 書 い て 飾 りつ け る こ と が で き る 。　 「 山 口 で 日 本 初 の ク リス マ ス ミ サ が 開 か れ た 」と の 史 実 に ち な ん だ 、 山口 商 工 会 議 所 青 年 部 に よる 「 ち ょ う ち ん ツ リ ー 」は 、 約 ２ ０ ０ 個 の 紅 ち ょう ち ん が 飾 ら れ た 高 さ ８㍍ の 〝 ツ リ ー 〞  。 一 の 坂川 交 通 交 流 広 場 に 登 場 。　
１ ３ ５ 個 の ち ょ う ち ん

で 飾 ら れ 、  「 山 口 」 の 文字 が 浮 き 出 す 、 高 さ ５㍍ ・ 横 ８ ㍍ の 「 ミ ニ す だれ ち ょ う ち ん 」 は 、 亀 山公 園 ふ れ あ い 広 場 に 設

置 。 以 前 の 「 す だれ ち ょ う ち ん 」（ 高 さ

1 4・ ５ ㍍ ×

横

3 8㍍ 、 ち ょ う ち

ん 数 ５ ０ ０ 個 ） のミ ニ 版 で 、 同 青 年部 に よ っ て 昨 年 初お 目 見 え し た 。 今年 は 両 脇 に 、 山 口の 名 所 を ラ イ ト アッ プ す る 「 ア ー ト

タ ワ ー 」 も 立 て ら れ る 。　
さ ら に 同 青 年 部 は 、 自

分 だ け の ち ょ う ち ん を 作る こ と が で き る 「 ち ょ うち ん ワ ー ク シ ョ ッ プ 」も 、 同 広 場 で 開 催 。 参 加費 は ５ ０ ０ 円 で 、 時 間 は午 後 ７ 時 か ら ９ 時 ま で 。　
ま た 、  「 物 販 ・ レ ス ト

コ ー ナ ー 」 は 亀 山 公 園 ふれ あ い 広 場 に 設 け ら れ 、キ ッ チ ン カ ー は 一 の 坂 川交 通 交 流 広 場 に 出 店 する 。

　
山 口 市 の 夏 の 夜 を 、 約 ３ 万 個 も の 紅 ち ょ う ち ん の 灯 り で 染 め 上 げ る

「 山 口 七 夕 ち ょ う ち ん ま つ り 」 が 、 ８ 月 ６ 日  （ 水 ）  と ７ 日  （ 木 ）  の 午 後 ６ 時 から

1 0時 ま で 開 か れ る 。 今 年 は 、 提 灯 山 笠 や 提 灯 御

みこし

輿 の 巡 行 は な く 、 ７ 日

は 元 来 の 「 静 」 の 祭 り と し て 実 施 さ れ る 。

 両 日 開 催 ８ 月 ６ ・ ７ 日 ７  日 は 元 来 の  「 静 」  の 祭 り に山 口 七 夕 ち ょ う ち ん ま つ り
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間  近 で ダ ン ス を 楽 し め る

〜 小 郡 地 域 交 流 セ ン タ ー２ Ｆ 。  「 種 田 山 頭 火 物語 」 岡 田 か ず え 氏 に よ る話 芸 エ ン タ メ を 公 演 。 聴講 無 料 、 要 整 理 券 。

☎
０

８ ３

－

９ ７ ２

－

９ ５ ０ ８

　
右 田

タ ー ▽

８ 月 １ 日  ︵ 木 ︶  ~

1 7

日  ︵ 日 ︶  :

昭 和 レ ト ロ 展

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~ ８月 ４ 日  ︵ 月 ︶  :

正 田 明 子 個

展 〜 た だ よ ふ

※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （
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）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ５ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

佳 作  「 ウ ィ ー ア ー ！ 」須 佐 湾 大 花 火 大 会 で の  一  コ  マ で す 。  須 佐 出 身 の ア  ニ  ソ ン 歌 手  ・  き た だ に ひ ろ し さ ん の ラ イ ブ ス テ ージ で 大 ヒ  ッ  ト 曲 ワ ン ピ ー ス の  「 ウ  ィ  ー ア ー ！ 」  。  コ ー ル  ＆ レ ス ポ ン ス で 会 場 が  一  体 に な  っ  た 瞬 間 で した 。  夕 陽 の ス ポ  ッ  ト ラ イ ト に 照 ら さ れ た 地 元 の ヒ ー ロ ー 。  山 口 の  エ ネ ル ギ ー を 感 じ ま し た 。
撮 影 者 ： 西 修 作 さ ん  （ 島 根 県 益 田 市 ）

　
撮 影 日 ： ２ ０ ２ ４ 年 ７ 月

2 8日

撮 影 場 所 ： 萩 市 須 佐

次 回 は 8 月 6 日 掲 載

︻ マ ザ ー ズ エ ン ジ ョ イ ク
ラ ブ 第

3 2回 お も し ろ 講

座 ︼

８ 月 ３ 日  （ 日 ）

1 3時 半

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~ ８ 月 ７ 日︵ 木 ︶  :

お 中 元 ギ フ ト セ ン

税 務 署 長 ） ＝ 新 任 あ い さつ 。 西 原 勝 実 氏  （ 同 ）  ＝ 転任 あ い さ つ

杉 山 圭 一氏 （ 山 口

本 社 来 訪

催
　 　

し

 １ 行 記 事　 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル 隣 接 の ス ポ ー ツ ジ ム ・ メ デ ィ フ ィ ッ ト ラ ボ は 、 ８ 月 １ ４ 日 （ 木 ） ま で 入 会 キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 中 。 詳 細 は ２ ６ 日 （ 土 ） 付 掲 載 広 告 を 参 照 。

　
大 殿 地 域 で は 「 つ な が

る 大 殿 七 夕 ち ょ う ち ん 」が 開 か れ る 。 歴 代 大 内 氏を 築 山 神 社 （ 上 竪 小 路 ）で 慰 霊 す る 「 大 内 氏 御 霊な ご め 祭 り 」 は 午 後 ６ 時
1 5分 か ら 。 続 い て 、 八 坂

神 社 （ 同 ） 拝 殿 前 で 「 火起 こ し の 儀 」 が あ り 、「 祈 り の 灯 」 を 採 火 。 １０ ０ 個 の ち ょ う ち ん が 載る 「 ち ょ う ち ん 山 車 」 に明 か り を 灯 す 。 ま た 、 八坂 神 社 や 各 町 内 に 設 置 され る 「 ち ょ う ち ん 笹 飾り 」 に 加 え 、 各 家 庭 に はＬ Ｅ Ｄ で 光 る 「 軒 先 ち ょう ち ん 」 も 飾 ら れ る 。 さら に 山 口 ふ る さ と 伝 承 総合 セ ン タ ー で は 「 子 ど も縁 日 」 が 開 か れ 、 祇 園 囃

ば や

子
し

の 演 奏 （ ８ 時 〜 ） も 披
露 さ れ る 。　

ま た 、 例 年 約

3 0の よ さ

こ い チ ー ム が 出 演 す る ダン ス イ ベ ン ト 「 Ｄ Ａ Ｎ ＣＥ
　
Ｗ Ａ Ｖ Ｅ

　
や ま ぐ ち

Ｍ Ｉ Ｎ Ａ Ｋ Ｏ Ｉ の ん た 」は 、 亀 山 公 園 ふ れ あ い 広場 と 一 の 坂 川 交 通 交 流 広場 付 近 で 、 ６ 時 か ら ９ 時半 ま で 。 迫 力 あ る ダ ン スパ フ ォ ー マ ン ス を 、 間 近で 楽 し む こ と が で き る 。　
一 方 、 湯 田 温 泉 街 で

は 、 錦 川 通 り に 「 ミ ニ ちょ う ち ん ツ リ ー 」 が 並 べら れ 、 中 心 街 よ り

3 0分 早

い 午 後 ６ 時 か ら 点 灯 さ れる 。  ６ 日 の み 開 催



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ７ 月 ３ ０ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


